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１．はじめに 

   小型無人航空機（UAV）を使用した地形測量について述べる。空撮によって得られ

た写真を使用して点群を生成し、断面図や等高線を生成する技術である。時間をおい

た観測で、地形の差分を安価に算出することができる。これを 4 次元地形測量と呼ぶ。 

   使用した UAV は「Fantom2Vision+」である。 

２．作業手順 

   空撮から 3 次元地形を生成する作業手順を以下に示す。 

       手順１：作業計画 踏査、安全性、経済性など総合的な実現可能性を分析 

           飛行計画、改正航空法の検討 

 

       手順２：基準点測量を 3 点以上実施 

 

       手順３：対空標識を設置 

 

       手順４：飛行計画に沿って空撮、動画を取得 

 

       手順５：空撮動画から空中写真を抽出 

 

       手順６：写真解析アプリから点群及びテクスチャーを取得 

 

       手順７：点群解析アプリから縦断図、横断図、等高線を作製 

           点群差分解析 差分図等を生成 

 

       手順８：精度管理 

 

       手順９：成果物の生成 

 

  空撮動画の解像度は 4384×3288、14 メガピクセルである。ハイビジョン規格の画質で

ある。空撮 1 フライトの滞空時間は 25 分、数フライトで空撮は終了する。 

３．写真解析アプリからの出力 

                

 

 

 

 

Figure 1 平面モデル Figure 2 正面モデル 
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Figure 4 へルマート変換結果 

Figure 5 点群解析ソフト Figure 6 生成された断面図 

Figure 8 実測観測点と空撮点群２ 

                      使用した写真解析ソフトは「PhotoScan 

1.2.42399」である。点群解析アプリは

「TREND POINT」である。 

                       地形分析は、自社開発した 3 次元ヒス

イシステム（仮称）を使用した。このシ

ステムは 3 次元の視覚化などを実現する

ために開発したものである。 

                        

 

４．点群解析ソフトからの出力 

                           左図はヘルマート変換結果で

ある。写真測量で取得した座標

値と 10cm 程度の誤差である。 

                           図 5 は点群解析ソフトの画面 

                          図 6 は生成された断面図であ

る。 図 7,8 は実測点群と空撮

で得られた点群を表示したもの         

                          である。  

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

  UAV による短時間の空撮で 3 次元モデルの取得が可能である。多くの業務段階で利用

できる。将来はレーザースキャナ搭載機が安価に供給される可能性がある。 

Figure 3 鳥瞰図 

Figure 7 実測観測点と空撮点群 


